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研究成果の概要（和文）：本研究では「地域におけるオープンデータによるサービスの持続的な受容性を高め，
オープンガバメント推進に貢献するためのデータ活用・共有・統合の仕組みを探る」ことを目的に，主に以下3
点を明らかにした．1）汎用WiFiアクセスポイントを人流センサとして活用し，収集データを適切に加工するこ
とで，多様な地域オープンデータシステムを推進できること 2）オープンデータを加工してリンク可能な形で整
備することで，地域の知識ベースを構築できること 3）オープンデータの利活用を高めるには，対象地域のサー
ビスを高めるための外部データソースを適切に追加するとともに，サービス受容性が高い参加者を集めることが
重要であること．

研究成果の概要（英文）：With the aim of "exploring mechanism for using, sharing and integrating data
 to enhance the sustainable acceptance of services provided by open data in regions and to 
contribute to the promotion of open government," this study primarily explored the following three 
issues: (1) diverse regional open data systems can be promoted by utilizing general-purpose WiFi 
access points as human flow measurement sensors and by appropriately processing the collected data; 
(2) a regional knowledge base can be created by processing and maintaining open data in a linkable 
format; and (3) to increase utilization of open data, it is important to engage participants with 
high potential service acceptability, in addition to identifying appropriate addition external data 
sources to enhance the targeted regional services.

研究分野： 社会情報学

キーワード： オープンデータ　データ利活用　エコシステム　情報ポータルサービス　観光情報　Wi-Fiパケットセン
サ　RDF　離散的選択実験
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，我が国において「官民データ活用推進基本法」を制定し，「世界最先端IT国家創造宣言・官民データ
活用推進基本計画」を推進しているものの，そのエコシステムが十分に確立していないために，オープンデータ
の利活用が持続的に行われていないという社会的課題に取り組み，情報通信工学，データ科学，経済学，社会情
報学の視点を融合した実践的かつ学際的アプローチによって，具体的な課題解決への指針を示唆することができ
た．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高速で安定した無線通信技術やネットワークに接続可能な各種センサの開発によって，エネ

ルギーや交通，防犯・防災などの生活基盤に IoT(Internet of Things)を適用することが技術的に可
能になりつつある．これらの技術を社会実装し，街の現状把握や運営の効率化などをはかり，住
民の生活の品質を高めることができる新たな都市「スマートシティ」についての検討が進んでい
る．我が国でも，第 5 期科学技術基本計画において，社会が直面する課題に対して積極的に IoT
を導入し，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた新たな
人間中心の社会として“Society 5.0”が目指すべき未来社会の姿として提唱されている．国内およ
び世界各地で進行中のスマートシティプロジェクトでは，エネルギー利用状況の把握とその効
率化の実現に加え，ビジネスや生活に関わる住民サービスのスマート化が課題として共有され，
サイバーフィジカルシステムによって多くの社会インフラやデバイスが環境に応じて最適な構
成をとることを可能とするための“ソフトウェア化”を中心に据えた「ソフトウェアにより定義さ
れる社会(Software Defined Society)」を実装して，さまざまな都市サービスのガバナンス，マネジ
メント，オペレーションを展開することが期待されている．とりわけ，対象地域の住民が主体的
に都市のスマート化に参画できる環境を実現するためには，良質なオープンデータの共有が重
要だが，総務省によるとオープンデータの提供を行っている自治体は，平成 30 年 9 月 17 日時
点で市区町村レベルでは全体の 18%にとどまっている．公開されているデータの大半は月次の
人口の推移などの月または年に１度発信されるほぼ静的な統計データであり，データを利活用
するためのエコシステムが構築されているとは言い難い．例えば，本来，公共交通の運行状況な
どの動的なデータがオープンデータとして提供されれば，地域における公共サービスの需要と
供給の細かい可視化を可能とし，集積・分析の結果得られるエビデンスによって地域が抱えてい
る課題のボトルネックを明らかにして，スピーディーに新たな政策立案につなげることが期待
されるが，そのためには，オープンデータの利用地域におけるデータの受容性を高める必要があ
る．さらに，オープンデータの利活用性を向上させるためには，オープンデータをリンク可能な
形(Linked Open Data: LOD)として提供することが望ましい．オープンデータ活用支援プラットフ
ォームの LinkData.org では，テーブルデータの変換と公開，アプリケーションの作成と公開，ナ
レッジの公開とマッチング，地域のリソース情報の共有とコミュニティ育成 の 4 つのサポート
サービスを提供しているが，平成 30 年 1 月時点で，リンクされたデータは全体の約 4%と少数
であり，孤立状態にある LOD が多数存在することが確認されている．データがリンク可能な状
態で提供されていない場合は，データセット単位で個別にアプリケーションソフトウェアを実
装する必要があり，こうしたことがデータやアプリの利活用が進んでいない一因となっている．
つまり，地域によって提供されるデータの種類（静的/動的），更新頻度，データ活用人材の有無
などの差異が大きく，結果的にオープンデータの利活用が十分に進んでいないため，持続的なデ
ータ循環環境の構築が難しい状況となっている． 
 
２．研究の目的 
本研究では，デジタル技術を積極的に導入したスマート化が推進されている一部の地域にお

いて，提供されるオープンデータの種類，更新頻度，データ活用人材の有無などの差異が大きく，
結果的にオープンデータの利活用が十分に進んでいないため，持続的なデータ循環環境の構築
が困難であるという課題に関して，「地域におけるオープンデータによるサービスの持続的な受
容性を高め，オープンガバメント推進に貢献するためのデータ活用・共有・統合の仕組みを探る」
ことを目的とする．そして，現状の課題をデータ工学的ならびに社会情報学的なアプローチによ
って，関係機関からの協力を得ながらその具体的な解決策を見出すことを目指す． 
 
３．研究の方法 
研究の目的で記した課題について，データ利活用のプロセスの流れに基づいて，データ収集過

程についての研究をサブテーマ１，収集後のデータの加工過程についての研究をサブテーマ 2，
データを活用するサービス利用過程についての研究をサブテーマ 3 として 3 つのサブテーマを
設定し，研究を行った．それぞれのサブテーマの研究アプローチは以下の通りである． 
 [サブテーマ 1] : センサ等からの動的データの収集・分析によるオープンデータの多様化 

既存のオープンデータに加えて，Web 空間上のデータや汎用的な WiFi アクセスポイントか
ら取得して匿名加工を施したデータなどの動的データを新たに取り込み，オープンデータ
の多様化を進める． 

 [サブテーマ 2] : データ間のリンクによるデータ利用の促進とアプリの共通利用の実現 
既存のオープンデータに対してその関連を推定し，リンクを貼ることによってデータ利用
の促進とアプリの共通利用を実現する．  

 [サブテーマ 3]: オープンデータを活用した観光情報ポータルサービスの設計と運用 
オープンデータを活用した情報サービスとしては，総務省により平成 25 年度に自治体行政
情報，社会資本情報，観光情報，防災情報，公共交通情報，統計情報，花粉症関連情報の 7



種類の情報を用いた実証実験が実施されている．本研究では，センサ等から取得する外部の
データとリンクすることによって価値を高める可能性が高い種類の情報として観光情報に
焦点をあてた観光情報ポータルサービスを地域ごとに設計し，その運用実験を実施する．  

 
４．研究成果 
 
以下，研究成果をサブテーマごとに記す． 

 [サブテーマ 1] : センサ等からの動的データの収集・分析によるオープンデータの多様化 
まず，2019 年の前半に実施したスポーツイベント時における人流データを題材として，公
共交通機関の駅や競技場周辺に設置した WiFi センサライザで取得したデータと手動による
人流カウンタの突合分析の成果に基づいて，空港バスターミナルと複合商業施設における
群流データ分析実験を実施し，その結果を検証した．これより，WiFi センサのデータ駆動
型の施設の施策立案への有用性を確認した．2020 年は，公衆無線 LAN のシステムログ，
WiFi パケットセンサを用いた群流データの収集と可視化を計画したが，コロナ禍でデータ
収集が困難であり，地域のデータ活用について研究した．特に，宿泊施設の予約プランを対
象とし，利用者の選択要因を分析した．立地，価格，プラン，曜日，施設名を説明要因とし
て，売り切れるかどうかを被説明変数としたモデルと価格を被説明変数としたモデルを構
築し，立地の有意性について評価した．その結果，立地は価格の要因としての説明力は低く，
施設やプラン内容の有意性が説明できる結果が得られた．よって，立地に加えて他の条件を
利用することで，人流の把握と制御の可能性を示した．最終年度の 2021 年には，7 月から
9 月にかけての東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開催期間中に，そのメイ
ン会場となった国立競技場周辺の東京都渋谷区千駄ヶ谷地域において WiFi パケットセンサ
を用いた群流データを収集し，その可視化を実現した．また，観光情報ポータルに必要かつ
正確な情報を効率よく収集するために，情報源を宿泊と評判の 2 つに限定して宿泊プラン
の完売予測モデルを構築し，プランの内容をトピックモデルによってカテゴリ化した．その
結果，特典が完売に良い影響を与えることが明らかになり，観光情報の提供に有用であるこ
とを示した．WiFi センサによって収集され，匿名加工などが施された結果のデータを可視
化した群流データの例を図１に示す． 

 [サブテーマ 2] : データ間のリンクによるデータ利用の促進とアプリの共通利用の実現 
初年度の 2019 年に，地域におけるオープンデータにおけるデータ循環を高めるための要因
分析調査を実施した．調査は，日本全国の 1，000 名を対象の Web 調査とし，6 つの仮説に
対して心理的要因を含む 8 つの因子による因子分析を実施した．続いて，2020 年には，研
究代表者の研究拠点である東京都渋谷区千駄ヶ谷地域を対象とした観光情報や歴史，文化
や地理的な情報を収集し，コンテンツマネジメントシステム(Content Management System: 
CMS)を用いて Web サイトを構築した．サイトには，オープンデータや集合知の Triple デー
タを利用して，必要なデータをフィルタリングして補うことでコンテンツの充実をはかっ
た．そして 2021 年には，収集整備した各種データのオープンデータ化を進めた． 特に，デ
ータ記述に際して，ウェブ上のリソースを記述するための統一的な枠組みであり，Web 技
術の標準化をおこなっている W3C(World Wide Web Consortium)において規格化されている
情報資源記述フレームワーク(Resource Description Framework: RDF)への対応を図った．これ
により，地域の関連サイトから抽出したキーワードを RDF に対応させてキーワードマップ
としての可視化を実現し，イベントと関連キーワードとの関係を明らかにすることができ
た．図 2 に RDF に対応させたデータの例を示す． 

 [サブテーマ 3]: オープンデータを活用した観光情報ポータルサービスの設計と運用 
初年度の 2019 年は，研究分担者の研究拠点が所在する長崎県の宿泊施設の Web 予約データ
を日々収集する仕組みを構築し，1 年間を通してデータの収集を行った．収集したデータは，
施設ごとの予約可能プランとその予約数・価格のデータである．これらのデータから，空室
数を推定する手法を適応させ，可視化する仕組みを実装し，長崎クラウド上に一般公開し
た．また，観光に関する取り組みについて調査を行った．2020 年には，オープンデータを
活用するエコシステムについて整理したほか，政府などの感染追跡サービスを通じたコロ
ナウイルス感染症対策におけるオープンデータの役割について，感染低減に有用なシステ
ムを対象に検討した結果，政府や民間企業が予防接種データやその他関連のデータを利用
することへの信頼性を重要な要素とした．日本の成人 1,300 名を対象として，関連するデー
タ管理に対する受容性とデジタルワクチン接種証明書の使用例に関する離散的選択実験を
実施した．分析の結果から，サービス利用に匿名化がもたらす影響を明らかにした．最終年
度の 2021 年は，オープンデータエコシステムに着目し，国内のスマートシティ推進地域に
おけるオープンデータの整備状況について調査した．その結果，サイト運用やデータ利活用
において標準的なフレームワークの採用によってサービスの効率改善が進んでいることが
確認された．エコシステムの成立と維持・発展にはシステムを支えるアクタの参画が必要
で，これを促すための仕組みの重要性も確認された．  

 
以上のように，本研究では「地域におけるオープンデータによるサービスの持続的な受容性を



高め，オープンガバメント推進に貢献するためのデータ活用・共有・統合の仕組みを探る」こと
を目的に，主に以下の 3 点を明らかにすることができた． 

(1) 汎用的な WiFi アクセスポイントを人流センサとして活用し，収集データを適切に加工す
ることで，多様な地域オープンデータシステムを推進できること 

(2) オープンデータを加工してリンク可能な形で整備することで，地域の知識ベースを構築
できること 

(3) オープンデータの利活用を高めるには，対象地域のサービスを高めるための外部データ
ソースを適切に追加するとともに，サービス受容性が高い参加者を集めることが重要で
あること． 

今後の課題として，これらの知見に基づくサービスの社会実装を見据えた，運用実験を行い，
具体的な課題を洗い出すことをあげる． 
 

 
 

図１ 東京都渋谷区千駄ヶ谷地域において収集されたデータとその可視化 
 

 
図 2  収集、整備過程において RDF 対応が施されたデータの例 
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